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研究成果の概要（和文）：　アジア・モンスーン地域におけるヒトの移動・定住過程と，その要因を解明するた
め，1）土地開発過程を地域ごとに復原した上で，2）土地選択要因を検討し，3）地域間の共通・異質性を解析
する．当該地域では高所山岳から湿潤低地という，一見「不均衡」で不安定な場・状態に多様な民族が歴史的に
移動・適応し定住している．しかし居住・生産域を選択する場合，「均衡」で安定した状態・場を選択基準とす
ることが一般的であり，本研究では，その齟齬に着目する．当該地域では，直接的な歴史史・資料は限定的で，
埋没腐植土壌等を指標とする【間接的な土地開発史の復原法】で地域間対比を行った．

研究成果の概要（英文）：In order to elucidate the human migration and  settlement process and its 
factors in the Asian monsoon region, we (1) reconstruct the land development process in each region,
 (2) examine land selection factors, and (3) analyze commonalities and heterogeneities among the 
regions. In this region, various ethnic groups have historically moved, adapted, and settled in the 
seemingly “unbalanced” and unstable conditions of high mountains and wet lowlands. However, when 
choosing a place to live and produce, it is common to select an “equilibrium” and stable place as 
a criterion for selection. In this study, we focus on the discrepancy between the two. In this area,
 direct historical data are limited, so we used buried humus (humic soil)  as an indicator to 
compare between the areas.

研究分野：地理学

キーワード： 土地開発史　民族移動　災害　南アジア　バングラデシュ　インド　ネパール　地形環境
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　歴史的な土地開発史の検討は，人類の居住域の「均衡」を議論する上で重要である．近年では，GISによる二
次情報の集約や，シミュレーション研究が災害研究でも注目をあつめる．しかしこの傾向に反して，本研究の特
色は徹底した調査地（フィールド）の「一次情報（資料）」を抽出・作成を重視することにある．この一次情報
は再現性がなく，断片的な情報の集合体であるが，代替性がない一次情報の本質的価値の力を積極的に重視し，
抽出する力量を本研究の構成員はフィールド･ワーカーとして持ち合わせており，地域ごとの開発史の叙述に貢
献する意義がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
申請者は，これまで日本の遺跡立地は微細な地形環境変化が集落の成立や廃絶などの規定要因
のひとつとなったことを実証した（たとえば，宮本，1995）．その後，いくつかの共同研究にお
いて，日本列島のみならず，比較地域をアジア，アフリカ地域に広げ，山岳〜低地・乾燥地域で
土地開発史と自然環境変化の対応関係について検討しはじめた．また申請者は学生時代よりヒ
マラヤ地域で研究実績を有していたことから（宮本，1996），バングラデシュの地域研究が専門
の安藤（安藤，2007）や，ブータンの歴史学が専門のツエリン（Tshering, 2012)らと共同研究
を企画し，埋没腐植土壌に着目し，民族移動と自然環境改変（植生・地形）の関係性について研
究を開始した（Miyamoto et al., 2011）．つづく共同研究で，ブラマプトラ川流域のみならずチ
ベットや日本列島において，民族移動と遺跡形跡にみる土地開発時期の検討を加え（宮本ほか
2013），さらに「環境史」に関わる著作を刊行した（宮本 2014）． 

 しかし上記期間中に，かつて申請者自らが提示し
た民族移動ルート（宮本，1996）と異なる事実が明
らかとなった（左図；Miyamoto et al., 2011）．とく
に下から上流域という単線的な開発でなく，散布的
な開発の実態が浮かび上がってきた．つまり食糧資
源が限定的な高所山岳地域や，洪水氾濫によって居
住域の維持にも危機がもたらされる低地へなどの①
「不均衡」な場所・状態を積極的に居住地として選
択した事実が認められた．この「不均衡な場所」へ
の移住は，既存研究で紛争・経済・信仰的根拠から
定型的に記述されるが，事実に反する．また日本列
島の沖積低地開発では，地形の発達過程に応じた開
発が整合的であるが（右図：研業 16）高所山岳地域
ではその事実は該当せず，地滑りなど②突発的なイ
ベント型変化を利用した土地開発の実態が明確にな
ってきた．したがって,この課題を克服するためには，
③異なる地形および気候帯での地域を対象化した比
較研究が必要である． 
 
 

 
２．研究の目的 
一定の流域単位全体を対象に，異なる気候・立地環境ごとの比較から，通史的に地域独自の【相
対的な地域史】の叙述をもとにした土地開発史モデルの提示が求められる．  
 さらに，当該地域で確認できる「不均衡」な場への土地選択要因について，所与の思考原理と
しての「紛争」，「生産性」等の選択基準ではない根拠を提示し，地域間の対比から現象の相対的
な解釈と，説明による地域史の叙述が求められる，との着想に至った． 
 これらの調査地域は，先進国など①情報が得やすい場所で，②限定的な主題で研究している．
さらに，③通史的な視点を持たず，個別専門性・時代に特化しており（Pollard, 1999），本研究
で対象とする「情報が限定的な地域」にその手法は適用できない．したがって，間接的な手法に
よる通史を意識した地域史を地域間比較から立体的に叙述する本研究の試みは，人文・社会と自
然科学の「境界領域」に位置し，現象の相対化と，関係性を重視する【地理学的な環境史】（宮
本・野中 2014）研究と言えよう． 
 
 
３．研究の方法 
本研究では，1）対象地域ごとの土地開発史の復原とともに，2）「不均衡な場所」への土地選
択根拠をモデルとなる地点で実証する．以下の 1〜3 で要約する． 
 
■1．「水田（沖積平野）」（下流域）の民族移動と土地開発過程とその要因解明 
 □居住域の形成過程解明と低地開発に伴う土地利用変化（バングラデシュ，（比較地域，ミャ
ンマー．日本）） 
■2．「移行帯（丘陵〜山地）」（中流域）の民族移動と土地開発過程とその要因解明 
 □生産域の開発時期の特定と維持（洪水への対処）機構の解明（バングラデシュ，（比較地域， 
  ラオス．日本）） 
■3．「焼畑地帯（高所山岳）」（上流域）の民族移動と土地開発過程とその要因解明 
 □埋没腐植土壌の形成と土地適応過程との関係性の検討（ネパール，ブータン） 
 



 
 
４．研究成果 
研究課題遂行中においては，感染症の流行やミャンマーに
代表されるように，感染症の影響で現地調査が実施できなか
った箇所もあった． 
しかし，各地の散在的な土地開発の実態を描くことができ
た【右図】．つまり食料資源が限定的な高所山岳地域や，洪水
による居住域の維持が困難な低地でさえ，時には「恵み」とし
ての災害を人々が積極的に「利用」してきた土地開発の実態が
あきらかになってきたのである． 
つまり，①「不均衡な場所」を積極的に居住地として選択し
た事実が認められたのである．また，洪水や斜面崩壊など②突
発的なイベント型変化を利用して土地開発を行う事実が推測
されるようになった．具体的には，洪水等の突発的な地形環境
変化を利用するかたちでの土地開発が行われた事実が浮かび
上がってきた． 
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 国際研究集会  開催年
International Workshop on “Sharing Knowledge on Disaster Situation and Response
in Asia Monsoon Region”, Nepal
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共同研究相手国 相手方研究機関


